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林
原
美
術
館
所
蔵
岡
山
藩
学
校
署
遍
本
紙
と
現
代
の
学
校
教
育

内

池

英

樹

　

ま
ず
は
、
写
真
（
次
頁
掲
載
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

書
は
、
紙
本
墨
書
の
一
幅
（
縦
五
七
・
五
㎝
、
横
一
〇
八
・
〇
㎝
）
で
、

佐さ

さ々

木き

志し

津づ

麿ま

が
（
（
（

記
し
た
岡
山
藩
学
校
の
学
校
署
扁
本
紙
で
あ
る
（
（
（

。

小
稿
は
、
こ
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
現
代
の
学
校
教
育
を
考
え

て
み
た
い
。

　

岡
山
藩
学
校
は
、
藩
主
池
田
光
政
が
命
じ
て
、
寛
文
九
年
（
一

六
六
九
）
に
開
校
さ
せ
、
藩
士
子
弟
に
対
し
て
、
朱
子
学
や
武
芸

等
の
授
業
を
行
っ
て
い
た
（
（
（

。
学
校
は
現
在
の
岡
山
市
北
区
蕃ば
ん

山ざ
ん

町ち
ょ
うに
あ
り
、
講
堂
や
校
門
・
外
門
等
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
六

月
の
岡
山
大
空
襲
の
際
に
池
と
橋
を
残
し
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
の
外
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額
の
本
紙
が
、
小
稿
で
取

り
上
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

わ
ず
か
二
文
字
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
か
ら
は
、
学
問
に
対

す
る
熱
意
と
鋭
さ
、
そ
し
て
気
迫
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
に

感
じ
る
。
一
文
字
が
約
五
〇
㎝
四
方
で
、
白
い
紙
の
上
に
隆
隆
と

書
か
れ
て
い
る
様
子
は
、
何
と
も
言
え
な
い
迫
力
が
あ
る
。

　

佐
々
木
志
津
磨
と
岡
山
藩
と
の
関
係
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

依
頼
し
た
人
物
等
も
も
ち
ろ
ん
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
池
田
光
政

の
肝
煎
り
で
作
ら
れ
た
岡
山
藩
学
校
の
門
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
藩
学
校
建
設
に
直
接
当
た
っ
た
津
田
永
忠
等
、
学

校
設
立
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
人
物
が
佐
々
木
に
依
頼
し
た
の
で

は
な
い
か
。
ち
な
み
に
、
藩
学
校
開
校
の
日
に
は
、
光
政
と
疎
遠

に
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
熊
沢
蕃
山
が
来
校
し
、
藩
学
校
の
講

堂
に
中
江
藤
樹
の
書
い
た
「
至
聖
文
宣
王
」
を
掲
げ
て
い
る
。
多

く
の
人
々
の
期
待
が
集
ま
っ
て
い
た
証
拠
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
岡
山
藩
の
次
代
を
担
う
人
物
を
養
成
す
る

随

想
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重
要
施
設
と
し
て
開
校
し
た
岡
山
藩
学
校
の
門
に
掲
げ
ら
れ
、
登

下
校
す
る
生
徒
た
ち
に
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
や
大
切
さ
を
、
静
か
に

呼
び
か
け
、
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

私
自
身
が
こ
の
書
を
見
た
と
き
に
、「
ぜ
ひ
現
代
の
学
校
の
玄

関
に
掲
げ
た
い
」
と
感
じ
た
。
仕
事
柄
、
小
・
中
学
校
を
訪
れ
る

機
会
が
多
い
。
実
は
、
玄
関
や
そ
の
横
に
置
か
れ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
下
駄
箱
は
、
そ
の
学
校
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
把
握
で
き
る
非
常
に
重
要
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
と
も

す
る
と
見
逃
さ
れ
が
ち
だ
が
、
下
駄
箱
が
き
れ
い
に
整
頓
さ
れ
て

い
る
学
級
は
安
定
し
て
お
り
、
乱
雑
な
学
級
は
何
ら
か
の
問
題

（
決
し
て
児
童
生
徒
だ
け
で
は
な
く
指
導
す
る
教
師
の
場
合
も
あ
る
）
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
場
所
に
こ
の
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
ら
、
声
高
に

「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
に
学

ぶ
こ
と
の
喜
び
や
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

い
く
ら
外
見
を
整
え
て
も
、
中
身
が
な
く
て
は
本
末
転
倒
で
あ

る
。
学
校
は
基
本
的
な
人
間
形
成
の
場
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
鉛

筆
や
箸
の
持
ち
方
、
勉
強
を
す
る
と
き
の
姿
勢
等
、
小
学
校
一
年

生
で
指
導
さ
れ
る
内
容
は
、
そ
の
人
の
一
生
を
支
え
る
大
切
な
基

礎
で
あ
り
、
漢
字
や
和
算
乗
除
の
計
算
な
ど
の
「
読
み
・
書
き
・

そ
ろ
ば
ん
」
と
と
も
に
、
大
切
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

岡山藩学校署遍本紙（（財）林原美術館所蔵）
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話
が
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
岡
山
藩
学
校
で
は
朱
子
学
と
と
も

に
礼
節
に
つ
い
て
も
学
問
を
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。
次
代
を
担

う
人
材
育
成
の
場
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
人
と
し
て
基
礎
的
な
部

分
に
つ
い
て
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

岡
山
藩
学
校
で
の
教
育
が
、
す
ぐ
に
現
代
教
育
へ
と
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
温
故
知
新
」
と
い
う
良
く
使
わ
れ

る
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
岡
山
藩
で

の
教
育
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
現
代
教
育
に
活
か
せ
る
事
柄
が
あ

る
は
ず
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
簡
単
な
資
料
紹
介
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
が
、
往
時
の
人
々
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
を
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

註（1
）　 

江
戸
前
期
の
書
家
（
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
～
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
））。
書
を
は
じ
め
藤
木
敦
直
（
大
師
流
）
に
学
ん

だ
が
、
の
ち
に
南
宋
の
張
即
之
ら
の
書
や
『
内
閣
秘
伝
字
府
』

を
学
び
、
志
頭
磨
流
と
呼
ば
れ
る
一
派
を
築
い
た
。（
参
考
：

『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』）

（
2
）　
（
財
）
林
原
美
術
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一

七
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
岡
山
ゆ
か
り
の
文
化
財
―
閑

谷
学
校
と
藩
校
を
中
心
に
―
」
で
展
示
さ
れ
た
。
現
在
は
、
林

原
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
「
美
術
品
は
語
る
」
で

随
時
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.hayashibara.co.jp/htm

l/bizyutu/

index.htm
l

（
3
）　

岡
山
藩
学
校
や
岡
山
藩
の
教
育
に
つ
い
て
は
、『
岡
山
県
教
育

史　

上
巻
』（
岡
山
県
教
育
会
著
、
一
九
八
一
）、『
岡
山
県
の

教
育
史
』（
ひ
ろ
た
ま
さ
き
、
倉
地
克
直
編
著
、
一
九
八
八
）

等
に
詳
し
い
。

　

ま
た
、
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
倉
地
克
直
「
遺
構
と
絵
図
」

（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
一
三
・
一
一
四
、
二
〇
〇
七
～
〇
八
）

や
、
藤
田
則
之
「
窪
田
善
之
介
の
新
暦
御
用
に
つ
い
て
」（『
岡

山
地
方
史
研
究
』
一
一
四
）
等
の
研
究
が
あ
る
。
二
〇
〇
九
年

九
月
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
企
画
展
「
岡
山
藩

の
教
育
」
の
図
録
も
参
考
に
な
る
。
図
録
は
、
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.lib.okayam

a-u.ac.jp/ikeda/pdf/
h21.pdf

【
謝
辞
】
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
林
原
美
術
館
よ
り
資
料
提
供
及
び
掲
載

許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
同
館
学
芸
員
浅
利
尚
民
氏
か
ら
は
、
資

料
や
佐
々
木
志
津
磨
に
関
し
て
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
記
し

て
謝
し
た
い
。

（
地
域
史
研
究
者
）




